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１．はじめに 

 有明海では、有明海の特産物であるアゲマキ、タイラギなど

の漁獲量減少、赤潮発生、夏季における貧酸素水塊発生などの

問題が深刻化している 1)。貧酸素水塊の発生は、有明海湾奥西

部の干潟域や諫早湾付近で報告されている 1)。貧酸素水塊の発

生原因として、藻類等の有機物の底質への沈降、酸化分解(酸

素消費)が挙げられている 1)。著者らは、これまで有明海を対象

とした水質モデルを構築し、実測値との整合性を図りつつ有明

海の物質輸送の解明を試みてきた 2),3)。本研究は、これまでの

成果を踏まえて有明海の溶存酸素濃度計算、特に藻類による溶

存酸素の供給・消費過程について考察したものである。 

 

２．有限容積モデル 

 図-1に示すように有明海を水平方向に11、鉛直方向に最大3、

計27個 のボックスで構成されるとして、三次元有限容積モデ

ルによる水質計算を行った。海面とT.P.-4.00m の区間を表層ボ

ックスとして、年間を通して表層ボックスには海水が常に存在

するように設定した。中層ボックスをT.P.-4.00～T.P.-9.00m、

底層ボックスをT.P.-9.00m～海底までとした。潮位データは、     図-1 ボックス構成概略図 

口之津潮位観測所と大浦潮位観測所の観測値を使用した。計算期間は2001～2004年で計算ステップは一日であ

る。陸域から各ボックスへの淡水流入量は、有明海に流入する一級河川の各観測所の実測流量と面積換算によ

り算出した。計算で使用した基礎式を式(1)に示す。 

 

 

n, m : ボックス番号 c:濃度  V:ボックスの体積  Qmn:ボックス mからボックス nへの流量 

δmn :ボックスmとボックスnの移流係数  δmn=1-δnm  

E’mn :ボックスmとボックスnの分散係数  Sr:反応項  

 

３．計算結果及び考察 

 表-1 に本研究で用いた溶存酸素濃度計算における藻類に関する

パラメーターを示す。図-2～4 に湾央部(ボックス 4,24) と湾奥部

(ボックス 8,27と 11,21)における Chl-a濃度と溶存酸素濃度の計算

結果を示す。図-2～4において、Chl-a濃度の再現性は概ね良好な

ようである。溶存酸素濃度の計算値は湾奥部と湾央部共に飽和濃

度を超え、実測値との再現性も不十分な結果となった。強光阻害や脱気過程をモデル化していないことが原因

である。図 2～4 の溶存酸素濃度の計算値を比較すると湾奥底層(ボックス 27)における夏季の酸素消費は湾央 
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(ボックス 24)のものより多いことが分かる。図-3

から、夏季における湾奥の底層での酸素消費は

藻類によるものと考えられ、藻類沈降に伴う底

層での酸素消費の助長が示唆される。干潟域で

は沖合底層で形成された貧酸素水塊の流入が報

告されており 4)、図-4の溶存酸素濃度の実測値か

らも干潟域における溶存酸素濃度の低下が確認

される。図-4において、湾奥干潟域におけるChl-a

濃度の再現性は良好のようであるものの、夏季

における酸素濃度低下の再現性は良くない。浅

水干潟域では、表層と底層の鉛直混合が十分に

行われるため、藻類の消費のみによる酸素濃度

低下を再現することができなかったものと考え

られる。本例で示される干潟域の貧酸素化は藻

類よりも酸素消費能の他の高い現象によって生

じているものと推察される。 

 

４．まとめ 

 本研究では三次元有限容積モデルを用いて藻

類による溶存酸素の収支計算を行い、貧酸素化

現象についての基礎的知見を得た。湾奥沖合の

酸素消費は藻類によるものと思われるが、湾奥

干潟域においては、藻類の呼吸のみでは再現困

難な酸素消費も存在するようである。今後は、

実測値との整合性を図りながら貧酸素水塊の発

生機構の解明に努めたい。 
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図-2 湾央部ボックス4と24の
Chl-a濃度（上）と溶存酸素濃度（下）
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図-3 湾奥部ボックス8と27の
Chl-a濃度（上）と溶存酸素濃度（下）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50

2001 2002 2003 2004

11：計算

11：実測

21：計算

21：実測

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

2001 2002 2003 2004

11：計算

11：実測

21：計算

21：実測

DO (mg/l)

Chl-a (μg/l)

図-4 湾奥部ボックス11と21の
Chl-a濃度（上）と溶存酸素濃度（下）
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